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看護教員の教育力をUPする！
対談　看護教員が教育力UPのためにできること　　佐藤浩章／近藤麻理
看護教員が教育力UPのためにやってきたこと，やっていくこと　　村中陽子
教員養成講習会で教育力をUPするための工夫　　杉原多可子
「教員」になるために必要な教育力と教員力　　新保幸洋
改めて学ぶアクティヴラーニング　　三浦真琴
【特別寄稿】
フォレンジック看護学（Forensic Nursing）への期待と展望　　友田尋子／山田典子／三木明子
【新連載】
教育のメイルストロム（Teach for Japan  松田悠介）
授業研究で変わる！　授業研究で変える！　　吉崎静夫／蔵谷範子
宮子あずさのエキサイティングWriting　　宮子あずさ
看護学生　縦のいと，横のいと　　木村映里
【連載】
卒業前の看護実践能力育成への取り組み
　愛知県立大学看護学部「看護の統合と実践」検討プロジェクト・5　　大林陽子
“医療安全力 ”を育むリスクアセスメントトレーニング・8　　斉藤奈緒美／石川雅彦
ひろがる災害医療と看護　身につけるべき知識とスキル・13　　高橋由美／石井美恵子
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●『Mail from USA』が最終回を迎えました。米国の看護教育専
門誌『JNE：Journal of Nursing Education』の内容の定期的紹介
は 1988年に始まり，さまざまに形を変えて今号まで続いてき
ました。最初は，ただダイジェストで中身を紹介するページで
したが，米国在住の紹介者の生活自体がおもしろいということ
で，別枠で日常エッセイが掲載されるようになり，今のように
記事紹介とエッセイが一緒になって 68回。それぞれの筆者の
スタンスが原稿に反映され，興味深いものだったと思います。
●紹介が始まった頃と違い，看護系大学が 200を超えた今，多
くの看護教員，特に大学教員は『JNE』を原語で読んでいること
でしょう。そのような教員のためにも，視野を広くもち，常に
教育を深化させる試みを紹介する『JNE』に負けないよう，弊誌
もさらに進化していきます。ご期待ください。 …大野

●入学後すらフラフラして留年した私としては，「入学前学習」
の取り組みを知ったとき，もし自分が学生なら…と戸惑いを隠
せませんでした。しかし取材をするにつれ，そこに込められた，
先生の在校生への熱意と愛情に気づきました。入学前学習の完
璧な「課題」というのは，おそらくないと思います。けれど先生
のそうした感情や工夫には，学生に変化をもたらす力を感じま
した。特集でも，うまくお伝えできていれば幸いです。●将棋
界では，羽生善治さんが 22期目の王座を守りました。昨年から
続き，勢いのある若手の挑戦を跳ね返した格好です。最終戦の
残酷な強さには涙が出ました。脳の瞬発力とスタミナが問われ
る将棋では，「若い」ことは武器ですが，だから勝てるわけでは
ありません。編集の世界ではなおさらです。編集室の若いほう
としても，次号以降のリニューアル，精進いたします。 …番匠
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